
           平成２８年度 事 業 報 告 書 

                  

         法人の名称 特定非営利活動法人 WE21 ジャパンひらつか  

               

１．事業の成果 

 ①資源のリユース・リサイクルを推進する事業は、新規寄付者が昨年の倍の数値に

なり、「もったいない」事業に対し市民からの賛同と周知が更に進んだと確信でき

る結果となりました。 

  リメイク活動や各種事業が進み、資源の有効活用が認知された 1年でした。 

 ②アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のための活動を支援する

事業は、民際協力事業の継続を強化し、インド、カンボジア、フィリピン、バング

ラデシュ、イラク、アフガニスタン等の国に住む人々とつながり、前年度よりも支

援や助成の拡大が達成されました。 

  また国内では「東日本大震災復興支援」事業と共に、熊本地震緊急支援も並行して

進める年でした。さらに、新たにフードバンク事業に取り組み、寄付された食品を

市内の子ども食堂に届ける事業を開始しました。 

 ③多文化共生を進めるための事業は、湘南 JRC が主催する中学生への日本語支援の

教室開催に通年で会場を提供しました。同時に外国籍につながる市民への貢献を探

りました。WE21 ジャパンの多文化共生チームとの共同活動から、県内の小中学校

の実情と定時制高校の課題把握に努め、子どもたちのためにできることを検討して

います。通年事業で外国籍の女性から手工芸づくりとともに、その国の文化や歴史

を学ぶ事業を進めました。 

カフェ事業は担当者を見つけることが難しく、休止状態でした。 

 ④地域市民の国際的な意識の自覚を促進する事業は、ともに生きる、共生にこだわる

視点で進めました。インド NGO の DRCSC との共同事業で西ベンガル州の女性が力

を付けていくプロジェクトを進め、カンボジアの母子保健事業への継続支援、アフ

ガニスタンやイラクで生きる子どもたちや女性にどう貢献できるか考える学習会、

報告会を開催しました。継続することが国の内外で共に力を付けていく実感を得て

います。多種多様な催しや事業から、共感に至る経験を得ました。    

⑤ この法人の事業の広報普及を図る事業は、WEニュースは２回、会員レターを１回

発行しました。ひらつか独自のブログを年間１０４回、ＷＥ２１ジャパンのブログ

は２７回更新し、活動する中で、タイムリーな広報に努め、読者が多いことを知る

機会が増えました。3 月 11 日にこだわった活動を広報したことから、ＦＭヨコハ

マが取材に入り、ショップからの生放送があり、事業の周知が進みました。 

店頭、店内の広報の工夫を続け、共に喜ぶ、悲しむなど活動の周知に努めました。 

 

 

 



 （１）特定非営利活動に係る事業 

①資源のリユース・リサイクルを推進する事業 

 ・内容 限りある資源の有効活用を広く市民に伝え、寄付品として提供を受け、

販売。収益を事業活動と支援事業に活用しました。 

 ・日時 通年 

 ・場所 ＷＥショップひらつか代官町店・・平塚市代官町 11‐30 

     ＷＥショップひらつか旭店・・・・平塚市徳延 563‐2‐102 

 ・従事者人員 延 2,501名 

 ・対象者   平塚市と近隣の市民 

 ・支出額   9,545,848 円 

②アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のための活動を支援す 

る事業 

 ・内容 支援先の NGO、NPOの事業を共有して、互いに協力し合う民際協力活動 

を行いました。 

      主な協力先はインド NGO、DRCSC や、NPO 法人シェア：国際保健協力市

民の会、NPO 法人 JIM=NET:日本イラク医療支援ネットワークに継続し、

新たに国際協力 NGO ジュマネットがバングラデシュで進める事業に支

援協力を実行しました。フィリピンの小中学校の子どもたちへの文房具

や小楽器を届ける事業も進めました。 

     「東日本大震災復興支援」、「熊本地震緊急支援」があり、「こどもの貧困」

への協力で市内の子どもたちを対象にフードバンク事業を開始しました。 

 ・日時 通年 

 ・場所 ＷＥショップひらつか代官町店・・平塚市代官町 11‐30 

     ＷＥショップひらつか旭店・・・・平塚市徳延 563‐2‐102 

 ・従事者人員  13名 

 ・対象者   日本、カンボジア、インド、フィリピン等の主に女性や子どたち   

 ・支出額   827,517 円     

  ③多文化共生を進めるための事業 

   ・内容 国籍の違いを認め、人権を擁護し、公平・公正な市民社会の実現をめざ

して、「みんな de café」を会場に、相互理解を深める各種講座や外国

にルーツのある市民のサポートを進めました。 

 ・日時 通年 

 ・場所 みんな de café・・・・平塚市徳延 563‐2‐101 

 ・従事者人員 延 210名    

 ・対象者   平塚市と近隣の外国にルーツのある市民や地域市民 

 ・支出額   1,132,341 円 

 

④地域市民の国際的な意識の自覚を促進する事業（教育・共育事業） 



 ・内容 ＷＥ 21ジャパンひらつかの会員と会員以外の市民を対象に各種講座や

学習会を開催しました。平塚市民環境市民講座の講師や県の市民環境活

動報告会での発表者になり、地球環境の保全に果たす活動をアピールし

ました。 

・日時 通年 

・場所 みんな de café、ひらつか市民活動センター、神奈川県民センター 

・従事者人員 ９名 

・対象者   一般市民 

・支出額   16,630 円 

⑤ この法人の事業の広報普及を図る事業 

    ・内容 ＷＥニュースの発行、ホームページ、ブログの活用、会員レターの発行

及びショップ内外の掲示等により情報提供を解りやすく来店者、会員、

市民へ発信しました。 

・日時 通年 

・場所 WE21 ジャパンひらつかのＰＣ、ひらつか市民活動センター、広報担当

理事のＰＣ 

・従事者人員 ４名 

・対象者   会員、一般市民 

・支出額   60,426 円 


